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（平成31年4月1日現在）

平成29年9月4日～令和3年9月3日
条例定数       28人 現員数   　  　28人
自由民主党　礎　6人 自由民主党　絆　5人 自由民主党　和　5人
改革・市民の会  4人 無所属 未来八代 3人 公明党          2人
日本共産党　　　1人 新風            1人 21世紀を考える会  1人

年齢別議員数

当選回数別議員数（旧市町村での当選回数含む）

新旧別議員数

常任委員会

全員協議会

28人

２　議 会 構 成

総  務  係

会派別議員数

2 回

3人

議　　会

�

議
長
� 議会運営委員会

（7人）

（7人）

総 務 委 員 会

建設環境委員会

文教福祉委員会

28人

計

平　均

6人

経済企業委員会 （7人）

（6人）

新議員

（7人）

（10人）

6人

11人

各派代表者会

議会広報委員会

70～79歳

60.78歳

6 回 計7回以上4 回

60～69歳

5 回

5人

50～59歳

3 回

30～39歳

6人

1 回

5人 2人

0人

3人

元議員

議会事務局

任 期
議 員 数

40～49歳

1人

6人

5人

22人

3人

（平成29年9月14日届出）

議事調査係

３　議 員 構 成

前議員
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定数

　(1)市長公室の所管に属する事項

　(2)総務企画部の所管に属する事項

　(3)財務部のうち財政課、資産経営課、新庁舎建設課、市民税課、

資産税課及び納税課の所管に属する事項

　(4)市民環境部のうち市民活動政策課、市民課及び人権政策課の

所管に属する事項

　(5)会計課の所管に属する事項

　(6)選挙管理委員会、監査委員及び公平委員会の所管に属する事項

　(7)他の委員会の所管に属しない事項

　(1)財務部のうち契約検査課の所管に属する事項

　(2)市民環境部のうち環境課、循環社会推進課、環境センター管理課

の所管に属する事項

　(3)建設部の所管に属する事項

　(1)健康福祉部の所管に属する事項(病院事業に関する事項を除く。)

　(2)教育委員会の所管に属する事項

　(1)健康福祉部の所管に属する事項のうち病院事業に関する事項

　(2)経済文化交流部の所管に属する事項

　(3)農林水産部の所管に属する事項

　(4)農業委員会の所管に属する事項

　(5)水道局の所管に属する事項

（２）議会運営委員会

定数

　(1)議会の運営に関する事項

　(2)議会の会議規則、委員会に関する条例等に関する事項

　(3)議長の諮問に関する事項

（３）会派別委員構成

2 1 1 1 1 1

1 1 2 1 1 1

1 2 1 1 1 1

2 1 1 1 1 1

3 2 2 2 1

文教福祉

所      　　管 　　     事　　      項

7人

7人建設環境

所      　　管 　　     事　　      項委  員  会  名

自
由
民
主
党
 
礎

４　委 員 会 構 成

（１）常任委員会

委 員 会 名

常
任
委
員
会
�

任
期
2
年
�

7人

7人

経済企業

総 務

　　　　　　　会派名

　　委員会名

議会運営委員会

公

明

党

改
革
・
市
民
の
会

議 会 運 営 委 員 会

総 務

建 設 環 境

文 教 福 祉

経 済 企 業

常
任
委
員
会

自
由
民
主
党
　
絆

10人

自
由
民
主
党
 
和

無
所
属
 
未
来
八
代

日

本

共

産

党

２
１
世
紀
を
考
え
る
会

新

風

（平成31年4月1日現在）
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回 数 会 期 本会議 回 数 会 期 本会議

年 回 日間 日間 回 日間 日間

4 96 23 76:58 63:07

1 1 1 4:40 0:56

4 97 25 103:04 71:32

0 0 0 0:00 0:00

4 97 24 116:39 76:00

1 1 1 5:03 0:19

4 96 23 79:42 65:42

0 0 0 0:00 0:00

4 99 28 98:54 68:57

1 1 1 5:05 0:52

4 101 24 89:09 57:42

1 1 1 6:17 0:53

69:49Ｈ29 5 100 29 103:59

76:1925

25

24 64:0381:38

103:04 71:32

23 79:42

時　分時　分

121:42

97

97

98

4 96

5

4

5

実時間会議時間

定　例　会　・　臨　時　会

Ｈ28

Ｈ25

Ｈ26

Ｈ27

５　議会活動状況

年 別

時　分時　分

58:35Ｈ30 5 102 25 95:26

65:42

（上段：定例会、下段：臨時会）

実時間会議時間

（１）定例会・臨時会推移

合　　　　　　　計

（２）議会開会及び議案審議等状況（平成30年）

日数
会議

時間

会　議

実時間
提出者

条例

規則
予算 決算 人事

専決

処分

契約

財産

意見書

決　議
その他 計

議員 1 1 可　決 1

議員

可  決 20

継続審査
(11/26認定）

11

議員

議員

可　決 162

継続審査 11

13

7 15 3 1 可  決 36

7 17 173

56

42 45 14 29 13

可　決 10 1

市長

9月定例会 26 6 21:57 14:40

6

0

12月定例会 25 6 18:50 13:18

市長

2 1

計 102 25 95:26 58:35

6月定例会 24 6 27:46 14:12

11月臨時会 1

14

市長 1 5 23

1 6:17 0:53

市長 1

議員

1 4138

可　決 62

可  決 41

議　決　結　果
質　　疑

質問者数

市長

区　分
会期

(日)

本　会　議 付　　　議　　　案　　　件

3月定例会 26 6 15

27 20 1

20:36 15:32

6 5 621 2

議員 1 0 0 0

3

10 36

市長

0 0

6 4 14 2

0

可  決 31 1

14

2 31



－ 15 －

     

( )  

 



－ 16 －

 ②採択した請願・陳情の処理状況                   （単位：件） 

区 分 種 別 
新規 議 会 に 

おいて処理 

執 行 機 関 送 付 意 見 書 送 付 

(地方自治法第99条) 前定例会まで 
の継続審査 市長 教育委員長 その他 

３月定例会 

請 願 
０      

０      

陳 情 
２      

２      

６月定例会 

請 願 
０      

０      

陳 情 
１      

０      

９月定例会 

請 願 
０      

０      

陳 情 
１      

０      

12月定例会 

請 願 
１  1    

０      

陳 情 
１      

１      

計 

請 願 １  １    

陳 情 ８  ０    

合 計 ９  １    

 
 

 
６ 議会傍聴者数 
 

（１） 本会議（平成 30 年、臨時会は除く） （２）委員会（平成 30 年） 

（単位：人）                 （単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

区      分 人数 

３ 月  定  例  会 85 

６ 月  定  例  会 97 

９ 月  定  例  会 110 

12 月  定  例  会 87 

計 379 

委 員 会 名 人数 

総   務 委 員 会 0 

建 設 環 境 委 員 会 0 

文 教 福 祉 委 員 会 0 

経 済 企 業 委 員 会 8 

議 会 運 営 委 員 会 0 

新庁舎建設推進特別委員会 2 

計 10 
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７ 政 治 倫 理 
（１）八代市政治倫理条例 

  議決年月日 平成17年 9月 21日（旧八代市：平成10年 12月 1日） 

  施行年月日 平成17年 8月  1日（旧八代市：平成11年 4月 1日） 

  目   的 市政に対し、誠実かつ公正にその職務を行い、清浄で民主的な市政の発展に寄与する。 

  対 象 者 市議会議員、市長、副市長 

  遵守基準 ①市が行う許可、認可又は請負その他の契約に関し、特定の企業、団体等のために有 

利な取り計らいをしないこと。 

        ②政治活動に関し、企業、団体等から寄附等を受けないものとし、その後援団体につ 

いても同様とする。 

        ③その地位及び肩書を利用し、又はその地位に伴う影響力の行使によって金品その他 

いかなる財産上の利益を求め、又は授受しないこと。 

        ④職員の公正な人事を確保するため、その採用について推薦、紹介等有利な取り計ら 

いをしないこと。 

        ⑤職務の遂行に当たり廉潔及び公平を損なうような一切の行為を慎み、不正の疑惑を 

持たれるおそれのある行為をしないこと。 

  遵守事項等 ①議員及び市長等の配偶者、3親等以内の親族及び住民登録上の同居者は、市工事等 

の請負契約、委託契約及び一般物品納入契約を辞退するよう努める。なお、辞退届 

が提出されたときは、公表することができる。 

        ②議員及び市長等は、誓約書を提出する。 

 実   績 ①平成25年度改選時：誓約書提出件数 32件 

  ②平成28年度：辞退届 0件 

③平成29年度改選時：誓約書提出件数 28件 

 

 

８ 政 務 活 動 費 
（１）八代市議会政務活動費の交付に関する条例 

   議決年月日   平成17年 9月 21日（旧八代市：平成13年 3月6日） 

   施行年月日   平成17年 8月  1日（旧八代市：平成13年 4月1日） 

   趣 旨  地方自治法第100条第14項及び第15項の規定に基づき、八代市議会議員の調 

            査研究、その他の活動に資するため必要な経費の一部として、議会の会派に交付

する。 

交付対象  八代市議会における会派（所属議員が1人の場合も含む）に対して交付する。 

交 付 額  会派の所属議員1人当たり月額3万円 

交付方法  4月と10月の各月1日に在籍する議員数に応じて会派へ年2回、交付月の25日 

（休日の場合はその翌日）までに交付する。 

使途基準  政務活動費使途基準（次ページ参照） 

収支報告の ①議長は、提出された収支報告書を提出期限の日から起算して5年を経過する 

保存及び閲覧 日まで保存しなければならない。 

 ②議長に対し、収支報告書の閲覧を請求することができる者：市内に住所を有 

 する者、市内に事務所又は事業所を有する個人又は法人 
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（２）政務活動費使途基準 
項   目 内     容 支 出 項 目 

調査研究費 
会派が行う市の事務、地方行財政等に関

する調査研究及び調査委託に関する経

費 

資料印刷費、調査委託費、文書通信 
費、交通費、宿泊費等 

研 修 費 
会派が研修会を開催するために必要な

経費、団体等が開催する研修会の参加に

要する経費 

講師謝金、会場費、交通費、宿泊費、

文書通信費、参加費等 

広 報 費 
会派が行う活動、市政について住民に報

告するために要する経費 
広報紙・報告書等印刷費、会場費、茶

菓子代、文書通信費、交通費等 

広 聴 費 
会派が行う住民からの市政及び会派の

活動に対する要望、意見の聴取、住民相

談等の活動に要する経費 

資料印刷費、会場費、茶菓子代、文書

通信費、交通費等 

要請・陳情活動費 
会派が要請、陳情活動を行うために必要

な経費 
資料印刷費、文書通信費、交通費、宿

泊費等 

会 議 費 
会派が行う各種会議、団体等が開催する

意見交換会等各種会議への会派として

の参加に要する経費 

会場費、資料印刷費、交通費、宿泊費、

文書通信費、参加費等 

資料作成費 
会派が行う活動に必要な資料の作成に

要する経費 
印刷製本代、翻訳料、事務機器購入費、

リース代等 

資料購入費 
会派が行う活動に必要な図書、資料等の

購入に要する経費 
書籍購入費、新聞雑誌購読料、有料デ

ータベース利用料等 

人 件 費 
会派が行う活動を補助する職員を雇用

する経費 
給料、手当、賃金等 

事 務 所 費 
会派が行う活動に必要な事務所の設置、

管理に要する経費 

事務所の賃借料、維持管理費、文書通

信費、備品・事務機器購入費、リース

代等 
 
（３）八代市議会政務活動費使途基準に係る申し合わせ（平成28年11月14日 議会運営委員会決定） 

①規則第2条に規定する交付申請書は、4月5日まで提出されたものについて4月25日までに交付す 

るものとする。なお、提出に当たっては、交付申請書及び交付請求書を同時に提出するものと 

する。 

②改選時における交付申請は、八代市議会政務活動費の交付に関する条例（平成17年条例第11号） 

のとおりとする。 

③証ひょう書類の提出に当たっては、収支報告書提出時に領収書を添付して議長に提出すること

とする。なお、この審査は毎年5月に実施するものとする。 

④政務活動費の使途は積極的に公開することとし、収支報告書等の関係書類は、情報公開条例に 

基づく公開請求によらず、積極的な情報提供により公開することとする。 

⑤調査研究費、研修費、広報費、広聴費、要請・陳情活動費及び会議費における交通費等の扱い

は次のとおりとする。 
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ア 海外行政調査は、現況の時代背景のもとで認めることは適当でなく、今期は認めないこと 

とする。 

イ 国内行政調査の扱いは次のとおりとする。 

ａ 相手先へ公文書で依頼した都市又は民間企業等を調査できることとし、会派において調

査内容及び調査都市を特定した上で調査の2週間前まで事務局へ申し出るものとする。 

ｂ 先進都市の調査に当たっては、市職員を含めて民間人は同行しないこととする。 

ｃ 常任委員会もしくは会派による先進都市の調査は、1年以上経過しなければ調査できな

いこととする。ただし、緊急かつ特定の案件について調査の必要が生じた場合、議長が

認めたものに限り行うことができるものとする。 

ｄ 日当の中に昼食代が含まれていることに鑑み、昼食を伴う調査日程は極力作成しないも 

のとし、調査市からの昼食は辞退するものとする。 

ウ 旅費等の算出に当たっては、八代市議会議員の報酬等に関する条例、及び八代市職員等 

の旅費に関する条例により算出するものとする。 

⑥資料作成費、資料購入費及び会派事務所費における事務機器購入、図書、資料の購入及び備品 

の保管、整理に当たっては、それぞれ図書台帳、備品台帳を備え付けるものとする。ただし、 

任期満了及び会派が解散した場合、その所有権は喪失するものとする。 

⑦会派事務所費は、使途基準において定めた支出項目のほかは、具体的事例が発生した時点で協 

議するものとする。なお、政党事務所は、会派事務所とは別物と考えるものとする。 

⑧会派控室にインターネットの回線を引き込むことができることとし、その回線の設備料及びプ 

ロバイダーの使用料、並びに通信料については広報費から支出することができる。なお、会派

控室の使用に当たっては、庁舎管理規則に従って使用するものとする。 

⑨支出できないものは、次のとおりとする。なお、このほかについては具体的事例が発生した時点 

で協議するものとする。 

ア 交際費的な経費（慶弔、餞別、寸志、病気見舞、慶弔電報、新聞広告料、パーティー券購入、

年賀状、名刺印刷など） 

イ 政党本来の活動に属する経費（党費、党大会賛助金、党大会参加費及び旅費、所属政党発行 

の機関紙購読料など） 

ウ 会議等に伴う食事の経費（懇親会費、昼食費など） 

エ 選挙活動に要する経費 

⑩通帳及び印鑑の保管については、各派の経理責任者において保管することとする。 

附則１ 熊本地震に伴い鏡支所内議会棟に会派控室を供与できないことから、熊本地震発災 
以降に会派活動を目的に設置した事務所を会派控室とみなす扱いとする。なお、この 
みなし規定は議会棟に議員控室を供与できるまでの期間とする。 

 

９ 議会運営に関する申し合わせ事項（ 抜粋 ） 
（平成17年 9月 9日 事務打ち合わせ会決定） 

 
（１）会派に関すること 
  ①議会内交渉団体としての会派の設立に要する構成議員数は、3人以上とする。 

  ②会派控室は、 

   ア 交渉団体と認められた会派 

   イ 「政党」と認められた団体の構成員で、その政党名を名乗る複数もしくは個人の会派につい 
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ては、個別に供与される。 

   ウ アもしくはイの要件を満たさない会派もしくは個人については、共用のものを供与される。 

なお、各会派の協議により、原則として所属議員の多い会派から順次広い部屋を割り当てる。 
（２）発議に関すること 
①発議案は、原則として委員会最終日までに提出する。 
②会派提出の発議案は、各派代表者会及び議会運営委員会で当該会派代表者から説明する。 
 

（３）発言に関すること 
  ①発言通告要旨には、原則として「その他」という項目は記載せず、やむを得ない事情により記載 

する場合は、他議員の具体的発言通告内容を先取りした発言はしない。 

  ②一般質問の発言順位については、受付締め切り後、直ちに受付順により抽選で決定するが、抽選 

に欠席した議員の順位は、出席者が優先して交代できるものとする。（H19.11.19議運決定） 

  ③質問の時間は、答弁を含めて1人当たり60分以内とする。 

  ④質問回数については、登壇して質問をした後、発言席からの再質問は1項目につき3回以内とす 

る。小項目が複数になる際にも大項目ごとに3回以内とする。 

  ⑤議員の質疑、質問に対する最初の総括的な答弁は、登壇して行わせる。 

  ⑥前列中央席は登壇後の自席発言席と指定する。 

  ⑦一般質問の形式については、総括質問を原則とし、一問一答も認めるが、一問一答の場合は、 

質問通告時に申請するものとする。（H23.4.19議運決定) 

 

（４）請願・陳情に関すること 
  ①定例会開会日の翌日までに受理した請願・陳情は、その会期中に当該委員会に付託する。その後 

に受理したものは、議会運営委員会に諮って、その処理を決める。 

  ②市外から郵送された陳情は、参考資料として、所管の委員会へコピーを配付する扱いとする。 

  ③採択または不採択となった請願・陳情は、その旨提出者（代表者）あてに通知する。（R1.5.30

議運決定) 

 

（５）委員会における資料の配付に関すること 
  ①マスコミ関係者への資料配付については、委員会終了後、委員長の許可があった場合、配付する。 

②一般傍聴については、資料を配付しない。 

 

10 行政視察来訪状況（地域別） 

年度 
地 域 
人数等 

北海道 東北 北信越 関東 東海 近畿 中国 四国 九州 計 

Ｈ26 
団体数 1 4 2 9 4 3 0 1 1 25 

人 数 6 25 13 54 30 28 0 9 11 176 

Ｈ27 
団体数 0 3 2 6 1 3 5 2 1 23 

人 数 0 21 6 32 10 21 29 10 8 137 

Ｈ28 
団体数 1 2 0 1 2 2 1 1 1 11 

人 数 5 18 0 10 16 8 3 4 3 67 

Ｈ29 
団体数 0 2 1 3 4 4 1 2 5 22 

人 数 0 16 7 31 30 22 10 4 30 150 

Ｈ30 
団体数 2 5 1 5 4 2 1 1 5 26 

人 数 7 29 6 40 23 11 3 7 35 161 



－ 21 －

11 議 会 図 書 室 
（１）蔵書数（分類別）                              （単位：冊） 

分類別 
専    門    図    書 一般 

図書 

行政 

資料 
計 

法 規 国 政 地方自治 議会運営 政治一般 小 計 

冊数 125   9 127  71   9 341 189   0 530 

 
（２）官 公 報 
   ・官報 
 
（３）購読新聞・雑誌 
   日刊紙 ……… 朝日、熊本日日、西日本、毎日、読売  

   雑 誌 ……… ガバナンス 
 

12 議 会 広 報 

（１）やつしろ市議会だより 
   「やつしろ市議会だより」は委員長（副議長）及び各会派（交渉要件を持つ 3 人以上の会派）1

人ずつで構成する議会広報委員会の編集により、年4回16ページで発行している。 

編集方法  一般質問の項は、①質問内容を議員が、答弁内容を執行部がそれぞれ原稿を作成

する方法、②質問及び答弁内容すべての原稿を議員が作成する方法のいずれかに

より作成し、他は委員と事務局で作成した原稿を議会広報委員会で検討、協議し

て作成している。 

    配布部数  全世帯（4万 9,300部）、年4回 

    配布方法  市報「広報やつしろ」と一緒に市政協力員を通じて各世帯に配布。 

    経  費  平成 31年度：4,042千円 

 
（２）議会中継システム 
   本市では、平成 12 年 8 月臨時会から本会議と各委員会を本庁舎内にてテレビ放送を始めたが、

平成 28 年 4 月の熊本地震以降、議会本会議場等を鏡支所に移したため、これまで本庁舎内で行っ

ていたテレビ放送は行っていない。また、平成 16 年 6 月定例会からインターネットでの生中継を

開始、さらには平成24年3月定例会から本会議、平成28年9月定例会から各委員会の過去の映像

が議会ホームページ中継ライブラリーから視聴可能となった。 

   また、機器の老朽化により配信時の画像や音声に不具合が生じていたため、議会中継システムを

更新し、平成26年6月定例会から新システムでの供用を開始している。 

   
   事業年度   平成25年度、平成26年度（平成26年 6月定例会から供用開始）  

 

   事 業 費   音響映像システム       15,823千円 

          (本会議場・委員会室)  

デジタル放送・配信機器等    4,855千円 

          その他工事・調整費等       3,014千円 

 

合   計       23,692千円 

 

   財源内訳    国庫支出金  21,298千円  一般財源   2,394千円 
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 （３）ホームページ 
    概  要    市議会の仕組みや活動状況を広報するため、八代市ホームページのリニューアル 

にあわせて議会ホームページを開設。 

    開始年度    平成14年度（旧八代市：平成15年4月 1日から運用開始） 

    掲載内容    ①議長あいさつ ②市議会のあらまし ③請願・陳情について 

                      ④議会の傍聴について ⑤市議会の構成（議員名簿） ⑥会議日程 

⑦市議会の取り組み ⑧会議録の閲覧（検索システム） 

⑨市議会だより ⑩議会中継ライブラリー ⑪八代市政の概要 

⑫政務活動費 ⑬行政視察の受け入れ 

 
 

13 議 会 事 務 局 

（１）職 員 数 
    定数 10人  現員数10人（ほか非常勤職員2人） 

 
（２）組  織 
 
                          総 務 係（係長含め3人） 

事務局長    事務局次長       

（1人）      （1人）           議事調査係（係長含め5人） 
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15　選　　　　挙

（１）選挙人名簿登録者数（9月定時登録日現在）

（２）選　挙　結　果

　　①市長

　　②市議会議員

34

34

32

28

　　③県知事

　　④県議会議員

- - 31. 4. 7 106,497  - - 4  4  

1,432.723 29. 8.27 107,240 67,878 63.30 38 2,946

 29. 8.27 107,240 67,847 63.27 2 43,501

年 登録者数

H26年 107,834人

H27年 107,113人

H28年 108,683人

H29年 107,950人

H30年 106,851人

期　　日 当日有権者数 投 票 者 数 投　票　率 候 補 者 数 当選者得票

44,633

H17. 9. 4 112,144 89,587 79.89 4 39,021

期　　日

 21. 8.23 110,139 85,109 77.27 2

 25. 9. 1 107,955 72,318 66.99 2 39,926

当　日
有権者数

投票者数 投 票 率 定数 候補者数

1,672

当　選　者

最高得票 最低得票

1,623

H17. 9. 4 112,144 89,587 79.89 45 3,596

107,955 72,354 67.02 35 4,161

85,099 77.27 40 4,280

1,498

 21. 8.23 110,139

期　　日 当日有権者数 投 票 者 数 投　票　率 候 補 者 数
当 選 者 の
八 代 市 得 票 分

 25. 9. 1

H20. 3.23 110,727 50,242 45.37 5 21,706

 24. 3.25 108,796 37,783 34.73 2 33,917

 28. 3.27 105,865 50,740 47.93 3 35,137

当　日
有権者数

投票者数 投 票 率 定　　数 候補者数
当　　選　　者

最高得票 最低得票

H19. 4. 8 110,903  70,220  63.32  4  7  15,629 11,540

期　 日

 23. 4.10 108,788  54,026  49.66  4  5  16,552

※H31.4.7執行の県議会議員一般選挙は定数を超える立候補者がいなかったため、無投票

10,715

 27. 4.12 106,212  52,133  49.08  4  6  15,949 7,965

％ 人 
票 

人 人 

票 
票 

％ 人 人 人 人 

人 人 人 ％ 
票 

人 人 人 人 ％ 票 票 
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